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抄録 

卵子凍結保存は、まだ十分に確立された技術ではないが、加齢に伴う生殖能力の低下を懸

念する女性、がんの抗悪性腫瘍治療を受けた後に子どもを持ちたいと考える女性に、自身

の配偶子を使って子どもを持つ可能性を提供している。卵子凍結技術が開発されて以来、

凍結保護剤の組成や凍結保存のプロトコールは大幅に改善されたが、生児獲得率は新鮮卵

子を使用した場合に比べてはるかに低い。卵子凍結保存は、細胞内酸化ストレスの増加や

ミトコンドリア構造の損傷を引き起こし、卵子の発育能に悪影響を及ぼすと考えられてい

る。本研究では、自己脂肪幹細胞（ASC）ミトコンドリアをガラス化融解した卵子に補充

することで、凍結融解過程で低下した受精後の発育能力を回復できるかどうかを検討し

た。ASC ミトコンドリアは卵子のミトコンドリアと類似した形態を示し、高い ATP 産生

能を有していた。マウスのガラス化融解卵子に ICSI と同時に ASC ミトコンドリアを注入

し、その後の発育能と 2 細胞期胚の ATP 値を調べた。その結果、ミトコンドリア補充に

より、2 細胞胚から胚盤胞への発育率（56.8% vs 38.2%）と 2 細胞胚の ATP 産生（905.6 

& 561.1 pmol）が著しく向上し、活性酸素レベルは同等であることが明らかになった。こ

れらの結果から、ASC ミトコンドリアの注入は、凍結保存卵子の品質を回復し、胚の発

生能力を向上させる可能性があり、ミトコンドリア移植治療の別の可能性を示すものであ

ることが示唆された。 


